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アカデミア×ビジネス：
ELSI視点で「共創」する
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ELSIというビッグウェーブ、乗りこなせるか？ のみ込まれるか？
（朱 喜哲 × 工藤 郁子 × 岸本 充生 × 八木 絵香）
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IT技術の進展によって、現代社会は膨大なデータを利活用した新たなシステムやビ

ジネスの可能性が大きく広がっています。とりわけスマートフォンの浸透は、位置情

報データを活用した技術やマーケティング手法の開発など、データビジネス業界に大

きな展開をもたらしていると言います。一方、データを提供する側の一般市民にとっ

ては、自身のどんなデータが、どのように利活用されるか、仕組みが複雑で理解しが

たい状況が生まれています。そうした中、データビジネス業界をはじめ各界から注目

されているのが、ELSI（倫理的・法的・社会的課題）の視点と、その専門知を生

かして信頼性を担保したデータ利活用の仕組みづくりです。

大阪大学社会技術共創研究センター（ELSIセンター）では 2021年春、「ビジネス

とアカデミアのタッグで挑む、攻めの ELSI」というテーマ※のもと、3回にわたりオン

ライン・トークイベントを開催しました。第３回目はその締めくくりとして、ビジネスの

現場で活躍されると同時に、招へい教員として１年間 ELSIセンターの取り組みに加

わってこられた朱喜哲さんと工藤郁子さんをゲストに迎え、「ELSIというビッグウェー

ブ、乗りこなせるか？　のみ込まれるか？」と題して、前 2回の内容や ELSIセンター

の活動を振り返りながら、ELSIをキーワードとしたビジネスとアカデミアの連携のあり

方など、今後を展望しました。

※「ビジネスとアカデミアのタッグで挑む、攻めのELSI」は、グランフロント大阪（大阪梅田）内の中核施設である知的創造・
交流の場「ナレッジキャピタル」が提供する学びのプログラム「SpringＸ 超学校」として3回シリーズで開催されました。

※登壇者の所属などは、イベント開催当時のものです。


